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№3 
2018 年 2 月 1 日発行 

発行所  那須シニアカレッジ 
広報委員長 

発行責任者     片上 清重 

ウメは、バラ科サク
ラ属の落葉高木、また
は、その果実のこと。
花芽はモモと異なり、
一節につき 1 個となる
ため、モモに比べ、開
花時の華やかな印象は
薄い。 
毎年 2 月から 4 月に

5 枚の花弁のある 1 ㎝
～3 ㎝ほどの花を葉に
先立って咲かせる。 
花の色は白、または

ピンクから赤。葉は互
生で先がとがった卵形
で、周囲が鋸歯状。樹
木と花は主に鑑賞用、
実は食用とされる。 

 

 
 

 

 

12
月
19
日
午
後
、
那
須
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
役
員
の
3
名
は
、
町
役
場
に

平
久
井
教
育
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

新
体
制
と
な
っ
て
の
挨
拶
と
廃
校
と

な
っ
た
旧
田
中
小
学
校
校
舎
再
整
備

事
業
の
進
捗
、
利
用
に
お
い
て
の
具

体
的
な
お
話
を
伺
い
た
く
雑
談
を
含

め
約
30
分
間
の
懇
談
を
し
ま
し
た
。 

多
忙
な
公
務
の
時
間
を
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
の
た
め
に
い
た
だ
き
感
謝
す

る
次
第
で
し
た
。
（
片
上
） 

     

 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
代
表 

林 

茂
雄 

 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
講
師
、
受
講
生
の

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
蔭
様
で
当
カ
レ
ッ
ジ
は
創
設 

12
年

目
に
入
り
、
講
師
が
運
営
を
担
当
す
る
新
体
制

が
始
ま
り
ま
し
た
。
役
員
一
同
慣
れ
な
い
仕
事

に
戸
惑
い
な
が
ら
、
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
る

毎
日
で
す
。 

今
年
の
大
仕
事
は
、
こ
れ
ま
で
教
室
不
足
で

抑
制
し
て
お
り
ま
し
た
講
座
の
増
設
を
行
う

こ
と
で
す
。
町
当
局
が
小
学
校
の
統
合
で
空
き

が
出
来
た
旧
・
田
中
小
学
校
の
校
舎
を
子
育
て

支
援
と
高
齢
者
の
生
涯
学
習
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
改
装
し
、
四
～
五
月
か
ら
使
用
可
能
と

な
る
予
定
で
す
。 

当
カ
レ
ッ
ジ
も
移
設
で
き
る
環
境
が
整
っ

た
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
ど
の
よ
う
な
講
座
を

新
設
す
る
か
検
討
中
で
す
。
そ
れ
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
持
っ
て
講
師
を
し
て
頂
け
る

人
材
の
発
掘
が
必
要
で
す
。 

 
 

 

『
野
に
遺
賢
あ
り
』
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
。 

皆
様
の
お
知
り
合
い
に
最
適
な
人
物
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
是
非
ご
推
薦
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。 

現
在
開
講
中
の
科
目
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
現

在
、
英
会
話
、
短
歌
、
書
道
な
ど
の
講
師
候
補

が
応
募
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

私
個
人
の
考
え
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
俳
句 

(

【
俳
句
】
の
町
・
那
須
に
是
非
開
講
し
た
い)

、

合
唱
指
導
（
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
使
用
可
能
）、

社
交
ダ
ン
ス
、
日
曜
大
工
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
、

民
謡
・
詩
吟
な
ど
の
講
師
は
お
ら
れ
な
い
で
し

ょ
う
か
。
候
補
者
を
ご
存
知
な
ら
ば
カ
レ
ッ
ジ

の
講
師
を
通
じ
て
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

昨
年
暮
れ
に
、
平
久
井
好
一
教
育
長
と
今
後

の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
お

話
し
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際

に
、「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
、
他
の
自
治
体
に
は

無
い
自
主
的
な
運
営
方
法
に
よ
り
、
受
講
生
及

び
、
講
座
数
が
増
加
し
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
」 

と
の
う
れ
し
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

町
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
学

校
と
保
護
者
や
地
域
が
協
力
し
、
子
供
た
ち

の
豊
か
な
成
長
を
支
え
る
も
の
）
に
取
り
込

ん
で
い
る
た
め
、
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
受
講

生
さ
ん
な
ど
に
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
子

供
た
ち
に
還
元
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関

係
が
構
築
出
来
た
ら
良
い
、
と
の
提
案
も
あ

り
ま
し
た
。 

寒
い
冬
の
日
が
続
き
ま
す
。
健
康
に
留
意

さ
れ
て
寒
気
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

 

 

撮影 山田 正博さん（複数講座）茨城県日立市 

改装工事が進む旧田中小学校 2017.9月撮影 
4月からは『那須町田中複合施設』と決まりました。  

体育館入口玄関にはこんなものも 
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総 会 
（講師会） 

 

第
12
期
か
ら
従
来
の
組
織
を
変
更
し
て
新
た
な
運
営
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
組
織
は
、
各
講
座
の
担
当
す

る
講
師
と
役
員
（
事
務
局
）
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

役
員
会
（
事
務
局
）
に
は
、
代
表
、
副
代
表
、
理
事
2
名
、

事
務
局
長
、
会
計
監
査
2
名
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

役
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
総
会
に
提
出
す
る
議
案
（
事
業

計
画
、
予
算
、
円
滑
な
運
営
）
な
ど
を
作
成
、
実
施
す
る
た

め
偶
数
月
第
1
土
曜
日
定
期
的
に
役
員
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。 

講
師
会
は
、
年
3
回
程
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
年

度
最
初
の
講
師
会
を
「
総
会
」
と
し
て
い
ま
す
。
「
総
会
」

は
、
役
員
の
選
任
、
規
約
の
変
更
、
会
計
決
算
の
承
認
、
事

業
計
画
、
予
算
等
の
事
項
を
審
議
、
議
決
し
ま
す
。 

第
12
期
の
受
講
生
は
、
延
べ
人
数
で
407
名
で
す
。 

  

   
 

 

 

第
12
期
は
、
21
講
座
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
シ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
は
そ
の
他
の
講
座
の
拡
張
を
計
画

し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
す
。
こ
ん
な
講
座

が
あ
れ
ば
受
講
し
て
み
た
い
と
思
う
講
座
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
書
道
、
俳
句
、
大
正
琴
、

絵
画
、
手
話
、
油
絵
、
茶
道
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
（
手
作

り
雑
貨
）
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
着
物
着
付

け
、
ス
ポ
ー
ツ
講
座
、
語
学
、
日
本
舞
踊
etc
。 

講
師
の
方
を
捜
し
て
み
ま
す
が
、
皆
さ
ん
方
は
ご

存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
紹
介
し
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

事務局よりのお願い 

先般、各講師を通し、受講生の皆様にはメールアドレスの登
録をお願いしました。 
この目的は、 
 
➀ 電子メールを利用して情報発信の円滑化を図ります 
② ペーパーレスを推進して、費用の削減を図ります 
③ シニアカレッジ内の情報の共有化を推進します 
 
パソコン、携帯電話でメールを利用されている受講生の皆

さんには是非ともご協力をお願いするものです。 
 尚、取り扱いは慎重に行なうことは言うまでもありません。 
 
よくわからない受講生の皆さんは、詳しいことを 
講師の方にお聞き下さるようお願い致します。 
  

 
ザックリ言って、煩雑な事務処理を 
少しでも簡素化したいがためです 

 

 

 

 

第
12
期
後
期
の
受
講
料
納
付
の
期
限
は
3
月
25
日
ま
で
に

お
願
い
致
し
ま
す
。 

そ
の
際
、
お
名
前
、
講
座
番
号
、
講
座
名
を
ハ
ッ
キ
リ
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
講
師
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
す
。 

 

例
年
、
記
入
漏
れ
が
多
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
な
り

ま
す
と
、
確
認
す
る
の
に
大
変
な
手
間
と
時
間
が
掛
か
り
ま

す
。
ス
ム
ー
ス
に
事
務
処
理
を
進
め
る
た
め
に
ご
協
力
の
ほ
ど

再
度
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。 

 

受
講
生
総
数
人
400
名
を
超
え
る
大
所
帯
で
す
。 

何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
事
務
局
） 

 

講座名は必ず記入、早期に納付を 

年開講回数 年開講回数

火曜コース 40 入門コース 40

木曜コース 40 初級Ａコース 40

初心者コース 40 初級Ｂコース 40

経験者コース 40 中級コース 40

水曜コース 40 初級コース 20

金曜コース 40 中級コース 20

 フラダンス 水曜日 40  木目込み人形 水曜日 20

 硬式テニス 金曜日 40  手縫い日和 金曜日 20

 パドル体操 水曜日 40  リコーダー 火曜日 20

 合気道 木曜日 40  ｼﾞｬｽﾞ･ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ木曜日 30

 健康体操 金曜日 40  国文学 源氏物語 金曜日 20

 卓　球 木曜日 ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ 30  国際問題解説 木曜日 20

エコ料理 10 カメラの基礎 水曜日 16

男性の料理 10 女性のカメラ 水曜日 16

ｽｰﾌﾟ･ﾎﾟﾀｰｼﾞｭ 10  中国語 実践中国語 金曜日 40

ドライイースト 20

天然酵母 20
 パン作り

【第12期】開講されている講座一覧

 パソコン

 写  真

 カメラ

講　　座　　名 講　　座　　名

 太極拳

 ヨーガ

 少林寺気功

 料　理
    第1～3金曜日

受 講 生 

事業グループ 

役 員 会 

広報グループ 

執 行 部 
構成：代表、副代表 

理事 2 名（広報部長） 
（事業部長）、事務局長 

総数 5 名 

事 務 局 
構成：事務局長、 

  事務員 
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【ヨコのカギ】 

1 子どもが遊ぶ道具。 

4 論理的にねられた意見。主張。 

6 アルコールが入っている飲み物。 

7 褐色を帯びる革状の海藻。だしがとれる。 

9 年下の女のきょうだい。 

11 乗り物に乗らないで歩くこと。 

13 地面の下。 

15 仕入れた商品を消費者に直接販売すること。 

17 ある決められた数や時間、量よりも小さいこと。 

19 物の進む速さ。 

21 金より少し軽く、白色の美しいつやを持った金属。 

22 まっすぐで細長く手に持てるぐらいのもの。 

23 他人の詩文・答案などを、字句を書き加えたり 

  削ったりして直すこと。 

 

 

【タテのカギ】 

2 勇敢ですぐれている人。能力がすぐれ、 

    精力的に活動する人。 

3 土地の形。 

4 都を他の地に移すこと。 

5 形が丸くて小さい物。 

7 前にしたことについて、後になってから自分が悪かった、 

      まちがえたと残念がること。 

8 父や母の兄弟や姉妹の子ども。 

10 蒸したもち米をうすなどでつき、さまざまな形にまとめた食品。 

12 電波でラジオやテレビの番組を送ること。 

14 合図のために片目でまばたきをすること。 

16 地球の表面で、水におおわれていない部分。 

18 海・湖などの波が打ち寄せる所。波打ちぎわ。みぎわ。 

20 土を小高く積み上げて築いた長い堤。堤防。 

 

 

  

旬
の
う
ま
い
も
ん 

里
か
ら
は
、
那
須
山
が
見
え
ま
せ
ん
。
雪
が

降
っ
て
い
る
模
様
で
す
。
12
月
17
日
（
日
）、

ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
道
の
駅
「
東
山
道
伊
王
野
」

へ
立
ち
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
交
通
整
理
員
が
誘

導
し
て
く
れ
、
駐
車
し
ま
し
た
。
お
昼
時
、
結

構
の
人
出
が
あ
り
ま
す
。
友
好
都
市
の
茨
城
県

大
洗
町
が
や
っ
て
来
て
い
る
と
の
こ
と
。
清
流

那
珂
川
の
上
流
と
下
流
の
つ
な
が
り
で
平
成

27
年
に
協
定
し
た
と
か
。
茨
城
県
か
ら
は
高
原

の
湯
治
場
、
栃
木
県
か
ら
は
、
き
れ
い
な
海
水

浴
場
と
し
て
昔
か
ら
往
来
が
あ
っ
た
そ
う
な
。 

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま

し
た
。
ア
ン
コ
ウ
の
つ
る
し
切
り
の
実
演
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。
１
ｍ
以
上
、
10
数
㎏
は
あ
ろ

う
か
の
大
物
で
す
。
今
ま
で
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
た
巨
体
ゆ
え
に
、
ま
な

板
の
上
で
捌
く
の
が
難
し
い
た
め
に
生
ま
れ

た
、
独
特
か
つ
伝
統
的
な
ア
ン
コ
ウ
の
捌
き
方

で
す
。 

頭
と
背
骨
以
外
は
捨
て
る
と
こ
ろ
が
な
い
と

言
わ
れ
る
ア
ン
コ
ウ
に
は
「
七
つ
道
具
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ひ
れ
、
皮
、
え
ら
、

肝
、
胃
袋
、
ぬ
の
、
だ
い
身
で
す
。 

板
前
さ
ん
は
、
マ
イ
ク
で
丁
寧
に
説
明
を
し

て
く
れ
ま
す
。
感
動
の
シ
ョ
ー
で
し
た
。（
片
上
） 
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今
号
は
「
木
目
込
み
人
形
講
座
」
講
師
の
田
中
恵
美
子
さ
ん
の
短
歌
日
記

（
う
た
に
っ
き
）
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

田
中
さ
ん
は
、
平
成
24
年
12
月
29
日
大
腿
骨
骨
折
で
入
院
、
翌
年
年
明

け
1
月
10
日
に
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
術
後
は
順
調
に
回
復
、
1
月
28
日

か
ら
3
月
2
日
退
院
の
リ
ハ
ビ
リ
生
活
の
間
、
趣
味
の
短
歌
を
詠
ん
で
み

ま
し
た
。
退
院
ま
で
の
33
日
間
、
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
毎
日
詠
み
続
け
、

退
院
前
日
ま
で
そ
の
短
歌
（
う
た
）
は
165
首
を
数
え
ま
し
た
。 

そ
の
中
か
ら
、
時
系
列
に
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

 

 

◆発行・お問合せ先◆ 

那須町大字寺子乙 1240番地 1 

（仮称）生涯学習の【那須シニアカレッジ】  

TEL 090-3098-3309（暫定 片上） 

FAX 

e-mail member@nasusenior-college.jp 

URL   http://nasusenior-college.jp 

 

 

 

 

 
、 

 

 

 

たんか【短歌】 

和歌の一体。五・七・五・七・七の 5 句 31 音か

らなる歌です。発生については諸説ありますが、

万葉時代には成立し、平安時代以降、長歌・旋頭

歌(せどうか)などがほとんど作られなくなり、和

歌といえば短歌をさすようになりました。 

“みそひともじ”ともいいます。 
 

 

 

昼
前
の
リ
ハ
ビ
リ
今
日
も
前
進
し 

エ
レ
ベ
ー
タ
使
い
杖
な
し
歩
行 

二
月
十
四
日 

リ
ハ
ビ
リ
は
、
術
後
18
日
目
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。
折
れ
て
い
る
患
部
自
体
を
動
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

患
部
周
辺
の
筋
肉
や
関
節
を
動
か
す
た

め
に
リ
ハ
ビ
リ
を
し
ま
す
。
骨
折
治
療
を
し

て
い
て
患
部
を
固
定
し
た
ま
ま
と
し
て
い

る
と
、
周
辺
の
筋
肉
が
衰
え
た
り
、
関
節
が

硬
直
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

大
腿
骨
骨
折
が
特
に
問
題
に
な
る
の
は
、

ど
う
し
て
も
力
が
入
る
部
分
だ
け
に
、
動
か

す
と
痛
み
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
身
体
を
動

か
す
の
が
面
倒
に
な
る
こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
高
齢
者
が
身

体
を
動
か
さ
な
く
な
れ
ば
、
身
体
の
筋
肉
が

衰
え
て
し
ま
い
、
寝
た
き
り
と
な
り
、
床
ず

れ
や
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
な
ど
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す

の
で
、
回
復
期
・
維
持
期
の
リ
ハ
ビ
リ
が
非

常
に
重
要
に
感
じ
ま
し
た
。
（
編
集 

片
上
） 

 

 
 

 

 
撮影 片上 

田中さん制作 和綴じの冊子 

事務局長の原田さんから黒磯駅前で、作品展
やっているのでお暇だったらお出かけくださ
い、との誘いがあり、12月 17日行ってきました。 

 
黒磯駅前でお買物客や、地域住民の方に自由

にくつろいで頂ける場所を作りたいと、廃材等
を利用し手作りで空き店舗をリフォームして
OPENした「カワッタ家」というところでした。 
 観光案内・イベント情報・作品展示・サークル
の練習場所等にご利用頂いております。 
気軽にお立ち寄り下さい♪と女性の係りの方が
対応してくれました。 

原原田さんの“イングランドの”風景写真が展示 
ししてありました。 
（（12月 15日～1月 17日まででした） 

外国人の方も見かけましたよ。 
 

 

昭和天皇も愛された、黒磯駅

名物駅弁九尾ずし。2005年 11

月限りで撤退しました。宇都

宮駅でも売られていました。 

 

 

 

 


